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拝啓　貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、早速ではございますが、日本製の上級グレード金属軸多色ペンおよび全ての多機能メカニックペンにおいて、

価格改定を実施させて頂きたくお願い申し上げます。

１．日本製金属軸多色ペン類　日本製金属軸多機能ペン類

　　日本国内で調達いたしております金属軸用パイプ（主にアルミ製）、金属パーツ用挽物（主に真鍮製）には、

　　加工後のメッキまたは塗装処理が必須項目となっております。近年メッキ・塗装工場は相次いで遠方に移転を強いられ、

　　また後継者不足と人出不足も相重なり、職人は減る一方でございます。

　　真鍮・アルミ・ステンレスの原材料の値上がりと、成体・挽物加工工賃の値上がり、メッキ・塗装加工工賃の

　　大幅な上昇は、企業努力で吸収するには限界を越えました。

　　さらに上級グレード金属軸の多色多機能ペンには、国際規格全長67㎜の金属D-1芯を使用いたしております。

　　このD-1芯は日本の大手筆記具メーカー、全世界のブランド筆記具メーカーとも高級多色多機能ペンには

　　共通の規格で製造されております。

　　弊社でも四半世紀に渡りドイツ製またはスイス製の金属D-1芯を輸入して使用しておりました。ところが近年、

　　ヨーロッパ製のD-1芯の値上がりが激しく、また日本製の金属D-1芯と比較しても品質が勝るとも言い難い状況に

　　なってきており、この度全ての金属D-1芯をヨーロッパ製から日本製へ切り替える事と致しました。

　　以上の様な状況により、金属パイプ・挽物加工・メッキ・塗装・金属芯の値上がりという5重苦が短期間に襲いかかり、

　　誠に苦しい状況が続いております。

　　金属軸多色多機能ペンは、加工費用と国際規格芯類の合計で100円近くの原価アップとなり、損益が発生する部材も

　　出てくる状況となりました。上代ベースで150円から250円の価格改定を実施させていただきます。

　　何卒諸般の事情をご賢察のうえ、ご承諾を賜りますようにお願い申し上げます。
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日本製　上級グレード全属製多色ペンおよび全ての多機能メカニックペンに関する価格改定のお知らせ

国際規格全長67㎜金属D-1芯 

多機能メカニックペン用シャープペン構造 



２．日本製中・低価格帯のメカニックペン類（プラスチック軸・多機能ペン類）

　　30年前後の製造実績を誇り、多くの企業様のSP・販促でのご利用を賜っております、日本製中・低価格帯の

　　メカニックペンにおいて、シャープペンの構造パーツが大幅な原価上昇の危惧すべき事態となっております。

　　通常の単品のシャープペンの場合は、シャープペンの構造自体がオールプラスチック系で製造が可能であり、

　　原価の上昇にはさほど苦しめられておりません。

　　しかしながら、1本でシャープペン+ボールペンの機能を持つ2メカペン、シャープペンと黒芯+赤芯の機能を持つ

　　3メカペン、そしてシャープペン+3色芯の機能を持つ4メカペン（これらは総じて多機能ペンと呼ばれる）は、

　　内部のシャープペンの構造がとても複雑となっております。

　　メカニックペンはノック式で製造しても、回転式で製造しても、シャープペンの機能がペン先から露出した後、

　　再度ノックしてシャープペンの芯を出す必要があります。この多機能メカニックペンにおけるシャープペンの構造は、

　　2段階式に作る必要があり、シャープペンの芯を支えるチャックと芯のくり出しをコントロールするチャックリング、

　　シャープペンの芯が出てくる先端の先テイパー全てが真鍮挽物加工となっております。特にチャックの部分は非常に小さく

　　先テイパー全てが真鍮挽物加工となっております。特にチャックの部分は非常に小さく繊細で複雑な金属パーツです。

　　これら多機能メカニックペン用のシャープペン構造は真鍮挽物パーツが3種類含まれており、この部分だけでも数十円の

　　原価アップとなっております。要因の半分は原材料アップ、半分は加工費用である人件費の高騰によります。

　　誠に心苦しい事態ですが、利益が全く出ない低価格のメカニックペンも発生するに至り、上代ベースで70円から100円の

　　価格改定を実施させていただきます。

　　上記「１」の項目の金属軸多機能ペン類においては、金属加工費用と金属D-1芯の原価アップに加えて、

　　多機能メカニックペン用のシャープペン構造のコストアップが加算されて、上代ベースで250円前後の大幅な

　　価格改定を実施した部材もございます。

　　何卒諸般の事情をご賢察のうえ、ご承諾を賜りますようにお願い申し上げます。

つきましては、別紙PDFの価格改定・材質変更一覧表のB16～B24をご参照ください。

なお別紙PDFの価格改定・材質変更一覧表は、弊社の筆記具カタログNo,22とギフトセット専用カタログに掲載中の、

価格と仕様に変更のある全ての部材を抽出しております。
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